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県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席�

県
立
鷹
巣
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席�

市
立
合
川
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席�

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
及

び
議
会
に
出
席�

（
財
）
北
秋
田
市
体
育
協
会
の
合
併
調
印
式
と
設
立
祝

賀
会
に
出
席�

第
９
回
「
自
然
撮
り
IN
森
吉
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

会
に
出
席�

平
成
18
年
第
３
回
北
秋
田
市
議
会
定
例
会
（
最
終
日
）�

北
秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
と
の
懇
談
会
に
出
席�

高
鷹
大
学
卒
業
式
・
閉
講
式
に
出
席�

北
秋
田
市
シ
ン
ボ
ル
選
定
委
員
会
に
委
嘱
状
を
交
付�

鷹
巣
医
師
団
定
例
医
談
会
に
出
席�

鷹
巣
中
学
校
卒
業
式
に
出
席�

合
川
中
学
校
卒
業
式
に
出
席�

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
よ
り

「
黄
色
い
帽
子
」
の
目
録
の
贈
呈
を
受
け
る�

北
秋
中
央
病
院
運
営
委
員
会
へ
出
席�

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
伴
う
事
前
会
議
に
出
席�

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
管
理
者
会

議
及
び
議
会
に
出
席�

　
ま
た
、
再
生
計
画
で
は
、
次
の
よ
う
な
利

活
用
を
提
案
し
ま
す
。�

●
小
中
学
生
は
遠
足
・
施
設
見
学
・
交
流
試

　
合
な
ど
で
活
用
。�

●
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ

　
ョ
ン
活
動
へ
の
利
用
。�

●
市
民
に
よ
る
月
１
回
の
ノ
ー
カ
ー
デ
―
の

　
実
施
。�

●
イ
ベ
ン
ト
、
会
議
等
は
駅
周
辺
施
設
で
の

　
開
催
。�

●
そ
の
他
市
民
各
層
が
内
陸
線
を
利
活
用
す

　
る
各
種
企
画�

乗って残そう　秋田内陸線�

　
秋
田
内
陸
線
の
再
生
計
画
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
非
常
に
厳
し
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
へ
の
存
続
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
乗
車
意
識
の
高
ま
り
と
温

か
い
支
援
行
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
利
便
性
の
向
上
と
高
い
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
ホ
ー
ム
や
看
板
類
の
補
修
や
駅
駐
車
場
等
の

整
備
に
も
力
を
注
ぎ
な
が
ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
活
気
あ
る
路
線
づ
く
り
に
努
め
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

　�

�

　
内
陸
線
再
生
へ
向
け
た
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�
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市
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市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い�

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
提
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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再
生
に
向
け
て
出
発
進
行
！�
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秋
田
内
陸
線
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再
生
に
向
け
て
出
発
進
行
！�

　北秋田市、仙北市、上小阿仁村�
広報による３回連載（第２回）�

再生計画の期間と数値目標

乗車人員

経常損失額

（赤字額）

平成16年度実績

51万人

2億7000万円

平成18年度（初年度）

66万人

2億3000万円

平成22年度（最終年度）

83万人

1億5000万円以下

再生計画（収益増加や費用節減）により、1億2000万円以上の経営改善が必要です
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内
陸
線
沿
線
の
北
秋
田
市
、
仙
北
市
、

上
小
阿
仁
村
に
は
、
人
口
で
約
７
万
５
０

０
０
人
、
世
帯
数
で
約
２
万
５
０
０
０
戸

あ
り
ま
す
。
現
在
の
乗
車
に
更
に
、
１
人

当
り
年
１
７
０
０
円
、
１
世
帯
当
り
年
５

０
０
０
円
の
乗
車
に
よ
り
、
赤
字
額
を
１

億
５
０
０
０
万
円
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。�
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例
え
ば
春
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
下
表
の
よ
う

な
ご
利
用
が
で
き
ま
す
。�

�

　
３
月
１
日
号
の
広
報
で
は
、
内
陸
線
の
厳

し
い
現
状
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
協
力

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。�

��
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再
生
計
画
と
は
、
平
成
18
年
か
ら
５
年
を

か
け
、
現
在
の
乗
車
人
員
51
万
人
を
平
成
22

年
に
は
83
万
人
に
。
ま
た
、
併
せ
て
赤
字
額

を
現
在
の
２
億
７
５
０
０
万
円
か
ら
１
億
５

０
０
０
万
円
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

と
し
た
計
画
で
す
。�

 
 

県
・
沿
線
市
村
で
は
、
近
年
の
厳
し
い
財

政
事
情
等
を
踏
ま
え
る
と
、
内
陸
線
を
存
続

す
る
に
し
て
も
、
経
常
損
失
額
へ
の
負
担
は
、

バ
ス
運
行
に
転
換
し
た
場
合
と
同
等
額
以
下

に
抑
え
る
計
画
が
必
要
と
の
認
識
で
一
致
し

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
平
成
22
年
度
の
目

標
値
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。�

内
陸
線
再
生
の
た
め�

　
１
　
人
　
年
１
７
０
０
円�

　
１
世
帯
　
年
５
０
０
０
円  

 

　
　
　
の
乗
車
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。   �
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最
初
に
、
再
生
計
画
と
は
？�

�

Ｑ 

ど
の
よ
う
に
内
陸
線
を
利
用
す
れ
ば
、�

　
赤
字
額
を
２
億
７
５
０
０
百
万
か
ら�

　
１
億
５
０
０
０
万
円
ま
で
減
少
で
き�

　
る
の
？�

�

Ｑ 

も
っ
と
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な�

　
利
用
方
法
が
あ
る
の
か
な
？�

目　的 区間（往復） フリーきっぷ料金 通常の料金

角館の花見 鷹巣～角館 ２，０００円 ３，２４０円

西木の�

　カタクリ
鷹巣～八津 ２，０００円 ２，９８０円

森吉山春山�

　ゴンドラ
鷹巣～阿仁合 １，０００円

１，６００円

角館～阿仁合 ２，４８０円

※お得な「ホリデーフリーきっぷ」の利用※�
（土日、祝日限定料金）�
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